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MISSION

健やかな大地、豊かな社会、感動のある日常。人びとの生活は、

多様な価値を生み出す環境の中で営まれています。

私たちの使命は、社会インフラの担い手として、

それらを大切にまもり、新たないのちを吹き込み、

未来へとつないでいくことです。

私たちは技術の力と創造力で、

人と自然の理想的な関係を追い求め、挑戦し続けます。

価値ある環境を
未来につなぐ
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事業領域

計測補償

環境エネルギー

交通インフラ

地質防災

水管理インフラ

橋梁

都市インフラ

防災保全

B U S I N E S S  F I E L D S
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事業決定 事業計画 設計発注 工事発注 運用・管理

発注者

受注者

建設コンサルタントとは
暮らしを支えるインフラ施設の整備、まちづくり、防災計画などに携わる専門家集団です。専門知識や技術を生かして、
発注者（国、地方自治体、民間企業など）のパートナーとして、企画立案から維持管理までを担います。ゼネコン・メー
カーなどは、建設コンサルタントによる設計を踏まえて工事を実施することが一般的です。

STEP 企画立案 調査計画 設計 工事 維持管理

建設コンサルタント

ゼネコンなど
施工

調査・計画 設計 施工管理 維持点検評価検討

交通インフラ 防災保全

地質防災
地質環境、斜面防災

計測補償

環境エネルギー
資源循環、環境調査・評価

橋梁

水管理インフラ

計画・設計等 共通技術・調査等

エイト日本技術開発は、総合建設コンサルタントです。長年培ってきたマネジメント技術である、
を基盤とし、多様な技術者が連携して、社会の課題解決に取り組んでいます。環境 防災・保全 行政支援、 、

道路計画・道路設計
交通計画・予測評価・シミュレーション
トンネル計画・設計・保全

都市インフラ
都市計画・まちづくり
造成設計・土地区画整理事業
公園デザイン・維持管理、公共施設の建築設計
公共施設マネジメント、公共デザイン

リスク評価・危機管理
耐震・保全の評価～対策計画
地盤・地下構造物の解析・設計
設備・通信の計画・設計

計測（3次元計測、基準点測量
地形測量、応用測量）、補償

橋梁の計画・設計、詳細設計
点検・診断と長寿命化
施工計画・施工管理

河川・砂防、ダム、農業土木
港湾・海岸、上下水道、水防災
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進化する交通インフラ。

情報通信、運転支援、防災・減災など多様な機能で、

人と人、まちとまちをつなぎ、

豊かで快適な社会を実現します。

海老名南ジャンクション（神奈川県）

交通インフラ

TRANSPORTATION & ROAD INFRASTRUCTURE
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道路計画・道路設計

道路づくりは、地域の人々の暮らしに寄り添いながら、

誰もが安全で快適に利用できる交通環境の実現を

目指しています。

交通計画・予測評価・シミュレーション

人や車の流れを分析し、将来の予測・評価を行った

うえで、安全・安心で利用しやすく快適な交通環境を

提案します。

トンネル計画・設計・保全

まちとまちをつなぐ重要な道路構造物として、自然や

生活空間に調和した、安全で快適な施設をデザインし、

守っています。

さいたま市の氷川参道の歩行者専用化デザイン（埼玉県） 太地町の細街路での自動運転・グリーンスローモビリティ（和歌山県） 二重峠トンネル（熊本県）

渋滞状況の可視化、対策シミュレーション 新五十猛トンネル（島根県）三陸沿岸道路事業促進PPP（岩手県） 

事業の詳細はこちら
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太田川大橋（広島県）港北ジャンクション（神奈川県） 淀川大橋（大阪府）

双海橋（愛媛県）

空間の可能性を広げる、橋梁設計のスペシャリスト。

耐久性、施工性、メンテナンス性、人と自然への配慮など、

複雑な制約条件に最適な解決策を追及します。

橋梁

BRIDGE ENGINEERING
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提供：西日本高速道路(株)四国支社

橋梁の計画・設計

橋梁設計は自然を知ること。私たちは自然と対話しな

がら、橋が風景の一部となり、百年後も愛されるため、

最適な設計を追求します。

詳細設計

計画・設計の意図を施工者へ確実に伝えるため、設計

計算、構造解析、材料選定、細部デザインを行い、3次

元モデルも活用した詳細な設計図を作成します。

点検・診断と長寿命化

事後保全から予防保全へ。インフラ施設を長く使い続

けるため、正確な状況把握（点検・調査・診断）と適切な

補修・補強の提案で計画的な維持管理につなげます。

施工計画・施工管理

効率的で実現可能な工事手順を時系列で組み立て、

関係者と調整し、進捗を管理する。経験とアイディア

が求められます。

桜小橋（東京都） 橋脚の３D配筋図 ドローンによる点検 橋梁点検車による点検

吉野川サンライズ大橋（徳島県）

T O P I C S

未来を育むインフラ体験

当社は、未来の担い手を育むため、学校の職業

体験や業界団体のイベントに積極的に参加して

います。中学生には橋梁の維持管理、小学生には

クイズや工作で道路や橋の重要性を伝える授業

を実施。インフラへの興味を深め、将来の選択肢

を広げる機会を提供しています。

大田区の中学生に対する橋梁の維持管理の授業（東京都）

小学生と保護者対象の体験型学習イベント（兵庫県）

事業の詳細はこちら
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FEATURED CONTENT

私たちの想い
橋や道路、上下水道といった土木インフラ。その

存在は当たり前すぎて、日々意識することは少な

いかもしれません。でも、私たちはこれらを計画

するとき、本当にたくさんのことを考えています。

自然への優しさ、安心で便利な生活、地域の結び

つき。何十年も丈夫でいられること、工事の効率

的な進め方。社内外のたくさんのプロフェッショ

ナルたちが知恵を絞り、色々な条件を一つひとつ

丁寧に計画に落とし込み、周りの風景に溶け込む

美しい姿を目指しています。

従来の橋の側面

排水パイプと点検通路を一緒にして道路のわきにつけたのは
画期的なアイディアだったんです。

環境に配慮した美しいフォルムを目指そう

南海トラフ巨大地震に向けても丈夫な橋にしよう

景観・維持管理

防災・保全

橋の中央部分の5区間は橋脚と桁も一体化しています。

剛結構造

この橋は四国横断道の一部で災害
時に緊急輸送路となるから、丈夫な
ものにしなくては。 四国横断道

（８の字ネットワーク）

いろいろなタイプの地震や
大きな津波にも耐えられる
「剛結構造」。

排水溝

隙間がない！
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工事中もより良い出来上がりを目指して、しっかりチェックするため
の方法を話し合い、協力しあって進められたのが良かった！

地盤は弱いから硬い地層ま
でしっかりした基礎をつくる
よう設計しました。

川底を掘るような工事をできるだけ
少なくし、工期を短くするために、橋脚
を減らしています（支間長130m）。
また鳥が飛ぶコースの邪魔にならない
ような橋の形を選択。吊り橋などには
せず、橋の高さを低くしています。

吉野川サンライズ大橋（徳島県）

15径間PC箱桁・ラーメン橋（橋長1,696.5m）

シギチドリ

シジミシオマネキ

液状化層（約13ｍ）

非液状化層

基礎

硬い地層
地下50ｍ

大きさ
ピッタリ！

橋の部品を
たくさん造った！

まちづくり

河口に広がる干潟の自然へ最大限の配慮が必要だね

繊細で質の高い仕事には、みんなの協力が必須

地盤・耐震

川底から地下50ｍの基礎で支えるようにしよう

環境

人々の交流を促し、
文化を活性化させる架け橋になれるといいよね

今日も阿波踊りの練習に行こう！

チームワーク

詳細はこちら
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赤谷1号砂防堰堤、渓流保全工（奈良県）

敦賀港コンテナターミナル（福井県）

提供：山陽新聞社
豪雨により決壊した末政川堤防の拡幅・かさ上げ（岡山県） 井戸下水門詳細設計（宮城県）

水環境・水循環の保全と創造。

総合的な“水ソリューション”を提供。

河川、港湾から上下水道まで、

水インフラで潤いある暮らしを支えます。

水管理インフラ

WATER MANAGEMENT INFRASTRUCTURE
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河川・砂防

洪水や土砂災害から、人々の生命や財産を守ります。

また、人の暮らしと自然環境との共生、川とのかかわりを

維持・創出します。

ダム

ダムの調査・設計から維持管理まで、きめ細かな対応

と技術の提供により、効率的かつ高度なダム機能の

維持・向上に取り組んでいます。

港湾・海岸

物流拠点、人々の憩いの場の安全性と快適性を目指

し、津波・波浪の複雑な挙動の解析・予測、地震応答

解析なども駆使して、計画、設計を行います。

農業土木

食料生産を支え、地域を活性化する農業農村整備を

通して、安全で豊かな農村環境づくりに貢献します。

大事沢第一砂防堰堤（栃木県） 春遠第1ダム完成予想図（フォトモンタージュ）（高知県） ほ場整備実施設計（岡山県）

中之島GATEサウスピア（大阪府）

上下水道

上下水道施設の計画から維持管理までサポートし

ます。地域の20年後30年後の未来を見据えた提案を

行います。

福岡市中部2号幹線（雨水管）などの詳細設計（福岡県）

水防災

水・地盤・構造物の複雑な挙動を総合的に解析し、

水に関わる対策や街づくりの計画に生かします。

旭川市下水道処理センターの耐水化検討（浸水シミュレーション）（北海道）

事業の詳細はこちら
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歴史・文化の継承と

自然との調和を目指すまちづくり。

多彩なアプローチで、

地域の未来をデザインします。

織笠地区復興まちづくり（岩手県）織笠地区復興まちづくり（岩手県）

都市インフラ

URBAN PL ANNING & DESIGN
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都市計画・まちづくり

社会環境の変化と多様なニーズに対応し、防災・事前復

興、都市構造再編、公共交通再編、都市空間再編などを

通じ、安全で持続可能なまちづくりに貢献します。

造成設計・土地区画整理事業

新たな市街地の形成や既成市街地の再編により、生活

や経済活動の基盤をつくります。専門性の高い技術で

土地のポテンシャルを引き出します。

公共施設の建築設計

都市（駅・広場）、土木（道路・河川）、公共施設（官庁・教

育）など多岐にわたります。構想、計画、設計、施工監理

など各フェーズで多様なニーズに応えます。

公園デザイン・維持管理

広域公園や運動公園、駅前広場。目的に応じた使いや

すさと運営・管理のしやすさの両立をめざして、緑豊か

な環境を創造します。

松本市まちづくり検討（長野県）

公共施設マネジメント

持続可能な整備・運営のために、PPP/PFIなどの様々な

手法を活用し、事業化の構想段階から事業運営まで

ライフサイクル全般にわたって行政を支援します。

大洲市立長浜中学校（愛媛県）

公共デザイン

インクルーシブな視点で、誰もが快適に利用できる、

美しく使いやすい空間を創造します。

岡山駅（岡山県） 甲府駅（山梨県）

箕面北部地区　近年では稀な大規模新市街地整備事業（大阪府） 高田松原運動公園設計（岩手県）

赤磐市保育園（岡山県）

事業の詳細はこちら
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ごみ処理や生活排水、災害廃棄物対策から、

自然との共生、脱炭素まで。

地域の特性を捉え

潤いのある持続可能な暮らしを未来へつなぎます。

オオサンショウウオの保護調査（鳥取県）

環境エネルギー

ENVIRONMENT & ENERGY
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人工巣で繁殖するオオタカのIoTカメラによる観察（山梨県） AI画像解析による魚類生息調査（岡山県） 高等学校での環境教育（岡山県）

資源循環

限りある資源を未来へつなぐ。循環型社会の実現に向け、廃棄物処理・リサイクルを推進します。

廃棄物に関する専門技術者集団として、人々が安全、快適、衛生的な生活を送ることが出来るよう、 処理計画策定、施設整備アドバイザリーなどを行い、発注者を支援します。

環境調査・評価

環境アセスメント、環境調査、生物多様性保全計画をはじめ、多角的な手法で環境課題の解決に取り組んでいます。

近年はブルーカーボンのクレジット化支援や「自然共生サイト」認定取得支援など、脱炭素・自然共生社会に向けた新サービスを展開。

海外政府機関や民間の廃棄物処理施設の環境調査・アセスメントも実施しています。

西いぶりエコファクトリー（ごみ焼却施設）（北海道） 見沼環境センター（ごみ焼却施設・リサイクル施設）（埼玉県） 中央し尿処理センター（秋田県）

事業の詳細はこちら

17



地震・水害・降灰など自然災害から暮らしを守る。

観測・解析・設計から防災計画・防災教育まで、

豊富な実績と専門技術で、

強靱な国土づくりをトータルにサポートします。

淀川左岸線（２期） 開削トンネル完成時イメージ（大阪府）

矢作ダム耐震性能照査（愛知県）

レベル２地震動のスペクトル

堤体のモデル化

クレストゲートの
三次元FEMモデル

コンジットゲートの
三次元FEMモデル

設計地震動作成のための常時微動観測

淀川左岸線（２期）開削トンネル（大阪府）

防災保全

DISASTER PREVENTION & MITIGATION
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「ため池の種類と構造」(農林水産省)
(https://www.maff.go.jp/j/nousin/bousai/bousai_saigai/b_ta
meike/attach/pdf/gaiyou-4.pdf)を加工して作成

下流域氾濫被害額下流域氾濫被害額

地震地震ため池決壊ため池決壊

復興活動の記録

地震動特性の発信

豪雨豪雨

地震発生時の情報発信

地震発生時に地震動の特性などを分析し、We b上で

情報発信することで、迅速な状況把握と的確な対応を

支援します。また災害状況調査の結果や復興事業の記録

などを公開し、復旧・復興計画策定に寄与しています。

これらの情報発信は社会貢献として評価され、当社は

「レジリエンス認証（事業継続及び社会貢献）」を受け

ています。災害時でも事業運営を継続し、早期に復旧・

復興に貢献できる体制を構築しています。

リスク評価・危機管理

複合災害を対象とした現象分析・被害想定を行い、

事前防災から被災後の復旧計画や防災教育まで、地域

に必要な対策を防災の専門技術者が支援します。

耐震・保全の評価～対策計画

大規模地震に備え、土構造物やコンクリート構造物の

健全度評価、安全性診断から耐震補強、長寿命化で

人命とインフラを守る解決策を提供します。

設備・通信の計画・設計

通信設備は防災情報伝達など重要な役割を担います。

監視・警報や照明、センシング技術などと連携した計画・

設計を通じて、信頼性の高い施設運用を実現します。

地盤・地下構造物の解析・設計

地盤や構造物の解析に基づき、軟弱地盤対策や地下・

土構造物の設計を一括提供します。各種解析技術を

駆使したコンサルティングで真価を発揮します。

自治体で災害時を想定した図上訓練 防災重点ため池の災害（豪雨・地震）リスク評価（岡山モデル） 港北ジャンクション（首都高） ランプ部函渠構造（神奈川県）

旭川ダムの放流警報局（秋田県）

T O P I C S

事業の詳細はこちら
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国道173号大原地区地すべり対策設計業務(京都府)

茨城県神栖市の地下水汚染解析事例（3次元移流分散解析）

令和６年能登半島地震で発生した市ノ瀬地すべりの監視（石川県） トンネル周辺の弾性波探査の解析結果（長野県）

地質・防災のプロフェッショナル。

防災と環境保全の両面から地質リスクに挑み、

安心・安全で持続可能な社会基盤の構築に

貢献します。

地質防災

GEOLOGICAL DISASTER PREVENTION
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橋梁～トンネル計画部の準3次元地盤モデル（山口県）

微地形解析図による地形判読（高知県） 橋梁基礎地盤の3次元モデル（京都府）

3次元浸透流解析（鹿児島県）

3次元地質・地形モデルを駆使した高度な地盤解析で地質・地盤

リスクを可視化し、インフラ整備の安全性と効率化に貢献します。

3次元地盤解析

地質環境

地下水・土壌汚染、地すべりなど、地質リスクに対する不安

を解消。最先端技術と科学的アプローチで最適なソリュー

ションを提供し、持続可能な社会の実現に貢献します。

斜面防災

激甚化する自然災害から、地域と暮らしを守ります。防災

のプロが、最新技術と確かなノウハウで、安全・安心な社

会づくりを力強くサポート。未来への備えを万全にします。

地すべり動態観測の事例（岡山県）

落石源調査の事例（岡山県）

T O P I C S

事業の詳細はこちら
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ウェアラブルカメラを使用したリモート境界確認

公費解体家屋調査業務

ASVを用いたナローマルチビーム計測地上レーザ計測地上レーザ計測UAVレーザ測量

河川災害の復旧計画案検討の基礎資料となった現場の3次元地形データ（岩手県）河川災害の復旧計画案検討の基礎資料となった現場の3次元地形データ（岩手県）

LidarSLAM計測

最先端の計測技術と正確なデータ分析で

地理空間情報を把握します。

公共事業に関する補償業務を通じて

事業の円滑な推進を支援します。

計測補償

SURVEYING & COMPENSATION
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計測（3次元計測、基準点測量、地形測量、応用測量）

3次元計測、基準点測量、地形測量、応用測量（用地測量）に対応しています。最新の計測技術を駆使して、高精

度なデータを安全かつ迅速に取得するため、機器を組み合わせて計測する手法をご提案し、正確な3次元空間

情報をスピーディーに提供します。

レーザ計測による3次元計測データ レーザ計測データから樹木や建物情報を除去して作成した3次元地形図

補償

公共事業の用地確保・事業施行に伴う損失の補償業務について、補償関連業務全般（全8部門：土地調査、土地

評価、物件、機械工作物、営業補償・特殊補償、事業損失、補償関連、総合補償部門）に、総合的な知見で対応し、

計画的な事業用地取得を支援します。

災害に係わる復興支援業務

災害発生時は、被災地の地形測量や洪水痕跡調査は

もちろんのこと、「公費解体家屋調査業務」も実施して

います。公費解体制度を適正に運用して、損壊家屋な

どの解体撤去を円滑に進めるために、地方自治体や

解体業者と連携し、周辺環境も含めた被災状況や解

体後の状況を把握します。

町道災害復旧のための測量業務（石川県）

公費解体家屋調査業務（石川県）用地補償に関する補償説明、用地交渉 高齢の地権者や遠隔地の地権者への負担を軽減するためのリモート境界確認

T O P I C S

事業の詳細はこちら
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多様化する政府開発援助のニーズに対応し、相手国の立場に立った国際協力に

技術を通じて貢献しています。

トルコ・シリア地震の被災状況
（トルコ国） ナグドゥンガ・トンネル 設計・施工監理

開通式の様子（ネパール国）

道路計画・設計
（ウガンダ国）

モンロビア首都圏ジャパンフリーウェイ
延伸整備計画（リベリア国）

全国電子基準点網整備
（カンボジア国）

バンコク郊外の
エコタウン計画（タイ国）

給水事業体の運営能力を強化
（タジキスタン国）

国際プロジェクトで培う信頼

INTERNATIONAL CONSULTING
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アンダーパスを含む渋滞緩和のための道路計画・設計
（ウガンダ国）

ホーチミン市中央エコパークの提案（ベトナム国）

バンコク近郊エコ・インダストリアル・タウン内の廃棄物発電
プラント計画（タイ国）

ダルエスサラーム市街地と空港を結ぶニエレレ道路の立体交差
（タンザニア国）

トルコ・シリア地震からの震災復興計画の策定（トルコ国）

微生物の力を生かしてメタン排出を削減し環境負荷を低減
できる準好気性処分場計画（タイ国）

ナグドゥンガ・トンネル設計・施工監理（ネパール国）

食品廃棄物リサイクル計画策定（生ごみ循環システムの構築）
（ベトナム国）

上水道改善計画の詳細設計・施工監理（給水施設の建設、
水道メータ設置による従量料金制の導入）（タジキスタン国）

道路

都市計画

中間処理施設計画（焼却場）

橋梁

防災計画

最終処分場計画

トンネル・地盤技術

資源循環計画

上下水道

事業の詳細はこちら
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災害リスク
グループ

データサイエンス
グループ

インフラ技術
グループ

地震・津波

地すべり
噴火

インフラの課題解決に最新技術を取り入れるために

災害リスクグループ

EJイノベーション技術センターでは3つのグループが連携し、インフラ分野のDXに向けたIoT・AIなどデジタル技術を駆使した差別化技術の開発に加え、

最新の点検調査技術を始めとするインフラ技術全般の進化～開発に取り組んでいます。

地震、津波、高潮、洪水、土砂、火山

災害などの自然災害リスクの評価、

防災計画、防災対策および啓発・復興

事業などに係るソリューション技術の

開発を行っています。

データサイエンスグループ
インフラD Xを推進するため、3次元

計測技術の高度化や、衛星画像解析、

AI画像解析、XRによる可視化などの

技術開発を行っています。

人工衛星SAR

VR・AR(XR)

AI・IoT・
Bigdata

点群BIM/CIM画像識別

AUV ASV

ドローン

インフラ技術グループ

インフラ施設の整備や維持管理に

関わるあらゆる技術分野において、

調査・点検手法の高度化や効率化を

含むソリューション技術の開発に取り

組んでいます。

E J  IN N O VAT I O N  T E C H N O L O GY  C E N T E R
EJイノベーション技術センター（EJITセンター）

豪雨氾濫

災害発生時には、復

旧・復興に携るだけで

なく、災害調査を実施

して公開しています。

これにより、その後の

土木インフラ技術の

発展の一助となるこ

とを願っています。
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指定管理事業
自治体に代わって公共施設の管理運営を行い、
地域の市民サービス向上を実現しています。

これまでの業務経験と創意工夫を生かし、行政
と連携し、公共施設の管理運営事業のアドバイ
ザリーや導入支援を行っています。

地域の経済や社会活動を活発化させ、暮らしの
質を向上させるため、官民連携による様々な事
業を展開しています。

官民連携事業

地域活性化事業

地域の暮らしを育てるフィールド

未来と人と環境を紡ぐ、3つのフィールド

地域活性・公共運営

農業産地創出事業

林業6次産業化事業

日本の産業を支えるフィールド

農業・林業

観光施設運営事業

有料道路運営事業

観光と交通で未来をつなぐフィールド

観光・インフラ運営

地域課題の解決を目指した事業経営
当社は持続可能な社会を構築・維持するために、社会インフラを対象とした新たな事業の開発、出資、事業運営、アドバイザリー業務などを展開し、地方創生に取り組んでいます。

N E W  B USIN E S S  D E V E L O P M E N T
新規事業開発

夏イチゴの栽培・販売で培ったノウハウを生か
した就農支援事業を通じ、新たな産地創出や販
路開拓に取り組んでいます。

中山間地域の再生・発展を支援するため、豊富
な森林資源から高付加価値な木材加工品の
製造・販売など、ビジネスモデルを展開してい
ます。

有料道路運営事業とともに、駐車場レストハウ
スの運営やイベント企画なども行っています。

道路計画、設計などのコンサルティングに留ま
らず、有料道路の経営主体となって運営事業に
も取り組んでいます。
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社会における役割の拡大を目指して

Values

エイト日本技術開発は創業以来70年にわたり、安全と安心を担う社会的責

任企業として、地球環境や国土の保全、地域のインフラ整備に優れた技術を

提供し続けてきました。すべてのステークホルダーに対して価値ある環境を

未来につなぐこと、これが私たちの存在意義であり、社会における役割です。

このことは、これまでも、これからも、変わることはありません。

エイト日本技術開発は、従来の考え方や慣習、事業領域にとらわれることなく、

デジタルトランスフォーメーション（DX）を積極的に推進し、次世代の価値を

創造する企業として常にその役割を拡げ、直面する社会課題に取り組んで

まいります。また、ステークホルダーの一翼を担う社員が、新しい働き方を

実現し、働きがいと幸福を両立できる会社となることを目指します。

皆さま方におかれましては、より一層のご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い

申し上げます。

すべては、ステークホルダーのために

私たちは、すべてのステークホルダーのために、全力を尽くして行動します。この価値観

の「みちしるべ」となるのが「EJEC BEHAVIOR」です。社員一人ひとりの行動が、さらに

新たな価値を生み出し、私たちのミッション、ビジョンを実現します。
代表取締役社長

金 声漢

M E S S A G E
メッセージ

Miss ion

価値ある環境を未来につなぐ

健やかな大地、豊かな社会、感動のある日常。人びとの生活は、多様な価値を生み出す

環境の中で営まれています。私たちの使命は、社会インフラの担い手として、それらを

大切にまもり、新たないのちを吹き込み、未来へとつないでいくことです。私たちは技術

の力と創造力で、人と自然の理想的な関係を追い求め、挑戦し続けます。

Vis ion

あらゆる問いを豊かさと喜びに変える

私たちは、あらゆる問いを豊かさと喜びに変える専門家集団になります。環境・社会・

日常のなかには無数の問いがあふれています。私たちは、これらの問いを、技術の力と

創造力で解決し、地域や世界の人々に豊かさと喜びをもたらす存在になります。
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アラブ首長国連邦のドバイ
で開催された気候変動枠組
条約締約国会議（COP28）
では、ジャパン・パビリオン
で開催された準好気性埋
立構造・福岡方式の導入に
よるメタン排出削減・環境
改善に関するセミナーで、当社実績を紹介しました。また、COP29

では特に廃棄物管理及び木粉を活用した製品開発などについて
紹介しました。

E S G
持続可能な未来への取り組み

国際的な気候変動対策への関わり

親会社であるE・JホールディングスはSc ience  Based Targets

（SBT）認定を受けたCO2削減目標を掲げ、気候変動のリスクと機会
を開示して取り組んでいます。当社でもオフィスごとに省エネ性能
の高い家電の導入や、再エネ100％の電力契約の締結など、取り組
みを進めています。

CDP気候変動プログラムへの参画

当社は「生物多様性のための30by30アライ
アンス」に参加し、保護地域の拡大や管理支
援、情報発信を通じてOECM化の促進に取り
組んでいます。これにより、当社が生物多様性
保全へ貢献できることはもちろん、当社とし
ても既存技術の活用や新たな事業領域の創
出ができることが期待されます。

生物多様性のための
30by30アライアンスへの参加

地方公共団体の抱える課題は、人口減少・少子高
齢化の進行や住民ニーズの多様化・高度化などを
背景に、ひとつの施策で解決できるものが少なく
なり、複数の要因が絡み合って、それぞれが相互に
影響し合うことで複雑化・複合化しています。
こうした中、当社は地方公共団体と技術連携協定を
締結し、当社の知見やネットワークを生かし、公共
施設、自然・文化、まちづくりなどの課題解決に向け
た情報提供や事例紹介などを行っています。
建設コンサルタントのノウハウだけでは対応できな
い課題も多いため、オープンイノベーションの取り
組みにより、異業種の企業や大学・研究機関と連携
しながら、新たな価値の創出に取り組んでいます。

複雑化・複合化する地域課題の解決支援  ～地方公共団体との連携協定～

当社では、社員のキャリアに応じた教育・研修を実
施し、自らのスキルを常にアップデートする環境を
整えています。
最初は社会人としての基礎的な研修から始まり、研
修内容もステップアップし、マネジメント力や人を
育てる能力を高めていきます。
若手から中堅社員を対象として、基礎および応用
技術を体系的に学べるEJアカデミーも運営してい
ます。大学学部講義のおさらい的な内容、大学院
レベルの専門的な内容、さらに、データサイエンスや
AIといった共通的な内容、国土政策に関する内容
まで幅広い研修を展開しています。

未来を担うためのキャリアアップ支援

連携協定

エイト日本技術開発地方公共団体

社内の技術
+

社外連携

社会貢献活動効率的・効果的に
地域活性化や

市民サービス向上を
検討

新たな事業展開や
イノベーションの創出

課題解決の
アイデアや
先進事例
などの提案

無償

地域課題
（まちづくりなど）

29



■ 建設コンサルタント登録
河川、砂防及び海岸・海洋／港湾及び空港／道路／鉄道／上水道及び工業用水道／下水道／農業土木／
森林土木／水産土木／廃棄物／造園／都市計画及び地方計画／地質／土質及び基礎／鋼構造及びコン
クリート／トンネル／施工計画、施工設備及び積算／建設環境／電気電子

■ 登録事業
建設コンサルタント登録／地質業者登録／測量業者登録／一級建築士事務所登録／補償コンサルタント登
録／計量証明事業登録 音圧レベル、振動加速度レベル／土壌汚染対策法に基づく指定調査機関登録／建
設業許可

■ 補償コンサルタント登録
土地調査／土地評価／物件／機械工作物／営業補償・特殊補償／事業損失／補償関連／総合補償

■ 国際規格
ISO9001 認証登録
ISO14001 認証登録（東京支社 環境分野）
ISO55001 認証登録（アセットマネジメント戦略グループ）
ISO27001 認証登録（プロセスイノベーション本部）

■ その他
レジリエンス認証（国土強靭化貢献団体認証）
えるぼし認定（女性活躍推進法に基づく認定）3段階目
くるみん認定（次世代育成支援対策推進法に基づく認定）
国土交通省 流域治水オフィシャルサポーター認定
環境省 30by30アライアンス参加（保護地域の拡大を支援、エリア管理の支援）
環境省 デコ活宣言（脱炭素につながる新しい豊かな暮らしの実践表明）
環境省 デコ活応援団参画（脱炭素社会の実現に向けた企業・団体の連携）
経済産業省 DX認定（デジタルガバナンス・コードに基づく優良企業認定）

商　号 株式会社エイト日本技術開発
Eight-Japan Engineering Consultants Inc.

代表取締役会長　小谷 裕司
代表取締役社長　金 声漢

〒700-8617 岡山県岡山市北区津島京町3-1-21
TEL. 086-252-8917
FAX. 086-252-7509

〒164-8601 東京都中野区中野2-24-11
TEL. 03-5341-5152
FAX. 03-5385-8500

1955年3月1日（創業）
1957年5月31日
2009年6月1日（統合再編）

20億5,688万円

代　表

本　店

本　社

設　立

資本金

C O R P O R AT E  IN F O R M AT I O N
企業情報

会社概要の詳細はこちら

株式会社エイト日本技術開発はE・Ｊホールディングス株式会社
（東京証券取引所プライム市場）のグループ会社です。 
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組織図

岡山本店の近隣に当社の研修施設「Nibiru」があります。社内の集合研修や全社イベントな
どで活用されています。また、現場作業の支援や災害時におけるBCP（事業継続計画）対応
の指令室となる「DXルーム」も備えています。
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事業所

本店・本社・支社に加え、
全国各地（北海道～沖縄）に営業拠点を構え、
お客様をサポートしています。
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事業所の詳細は
こちら

研修施設

E・Jグループフォーラム 新入社員研修 DXルーム
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https://www.ejec.ej-hds.co.jp/
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